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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
非観血式血圧測定装置とパルスオキシメータは、患者の循環動態評価とモニタリングにとって組

織の酸素化の指標を提供する重要な装置である。非観血的血圧測定には、血圧測定用カフ圧を最高

血圧以上に上昇させた後に減圧しながら測定する減圧法と、新たに開発された、血圧を上昇させな

がら測定する直線加圧法がある。どちらの方法でも、血圧測定用カフがパルスオキシメータと同側

の上肢に設置された場合、カフの加圧により血行が遮断されて、パルスオキシメータによる測定が

行えなくなることがあり、その場合にはパルスオキシメータからアラームが発生する。 
本研究では、減圧法と直線加圧法の 2 つの非観血式血圧測定において、パルスオキシメータのア

ラーム発生頻度とパルス波消失時間を比較した。被検者は 10 人の健康成人とした。自動血圧計の

カフは被検者の上腕の片側に巻き付け、パルスオキシメータ用のセンサーも同側上肢の親指に取り

付け、減圧法と直線加圧法のそれぞれで、アラームの発生頻度とパルス波消失時間を計測した。 
その結果、減圧法と直線加圧法のアラーム発生頻度は、それぞれ 26％と 0％であった。さらに、

減圧法を使用した場合の脈波消失期間は、直線加圧法を使用した場合よりも大幅に延長することが

明らかになった（10.0±1.5 秒, 1.7±0.8 秒）。直線加圧法では、収縮期圧を超え脈波が消失する時

間が最長でも 3.6 秒と短時間であった。これは、直線加圧法では収縮期血圧の変動に依存せず、加

圧が収縮期血圧を超えた短い時間でのみパルス波が消失するためと考えられた。一方、減圧法では

40 mmHg の過剰圧が加わり、さらに前回測定よりも血圧が低下している状況では、その分も脈波

消失時間の延長につながると考えられた。また、減圧法を使用した測定では、徐脈によって測定が

延長するためにさらに時間を要し、アラームの発生に影響することが確認された。 
以上より、減圧法を使用した血圧測定では、過剰圧と徐脈がアラーム発生に影響すると考えられ

た。パルスオキシメータと血圧測定カフが同じ側に取り付けられている場合でも、直線加圧法を使

用するとアラームの発生と測定不能時間が短縮され、臨床使用に適していることが示唆された。こ

の結果は臨床における非観血的血圧測定に関する新たな知見であり、術中管理の向上に資する意義

のある研究であることから、博士（学術）の学位論文に値するものと判断された。 


